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スミス研究 とマルクス研究という二つの中心(河 上肇研究をもう ・つの中心とみる見
方 もある)を もつ内田義彦氏の経済学史 ・社会思想史研究は,(戦前)戦 後日本の社会
と文化そ.して精神のあ りようへの激しい関心,鋭 い批判意識 と結びついて豊かな著作を
生みだした。
昭和20年代前半生まれの世代にとっては,内 田義彦はまず もってr経 済学の生誕』
(1953年,増補版1962年)の著者であると同時に 『「資本論』の世界』(1966T>の著者
であった(手 もとの 「「資本論』の世界』の表紙裏には,昭 和42年4月28日読了と記入
???
90〔 叡)4) 第157巻 第5・6号
している。大学に入学して直後に読んだ 冊 が本書であったようである〉。経済学史の




















きる初期著作は,経済学史家,.というより戦後知識人一 戦後啓蒙(杉 山光信)一 の
旗手の一人としての内m義 彦の出発点を明確に教えている。初期の内田はすこぶる講座
派的である。もちろん講座派自体にニュアンスがあったが,注 目すべきことに内田義彦
は講座派最高の達成と目されたIII田盛太郎のr日 本資本主義分椰 を高 く評価したが,
山田のブルジョア合理土義的論議を,急進的立場から批判 もした。盲従はしなかった。
「氏が 日本農業に啓示したこの革命一 小作関係を解消 して小農範疇を打ち出し,


















によるブル ・デモ革命」 〔173ページ〉を展望 しようとしていることは,意味深長である
し,複雑な気持ちを押さえがたい。
山田が絶対的権威でなかったように,大塚久雄もまたそうであった。内田は大塚によ
る 「前期的資本」 と 「産業資本」の峻珊に決定的な意義を認め,産 業資本の生産力的性
格の認識を高く評価 したが,同 時に..大塚がアメリカ型の発展をイギワスにおいて実証
したように(イ ギリスがアメリカ型とは奇妙でないか...一一),プロシャ型の.発展を
「法則」的に展開すべきであること,大塚のエー トス論が価値論か ら遊離 し,マルクス
はおろかスミ.スか らさえ後退していることを批判した(107一呂ペーの 。
「ス ミスにおいても下層および中産階級と上流階級との 「利己心」が倫理的性格の






















ゆ的進行」 とが実現 しつつある,と 〔「戦時経済学の矛盾的展開と経済理論」10,118ペー
ジ)。ブルジョア民主主義革命の客観的情勢は成熟しているというのである。















スとマルクスを繋 ぐ労働価値論一 生産力論と一体となった一 を市民社会の形成原理
として提示するという営みは,荒 廃から立直っ.て,高度成長=エ コノミック ・アニマル











顕在化するなかで,内 田義彦が見つめたものは,日常的意識の批判的捉え直 し 市民
社会の確立一 以外ではあ りえなかった。
「生産力の解放と市民的自由をど.う結びつ1ナるかは,単 に歴史的な問題ではなく現
ゆ 代の問題で.あり,それも体制を越えて社会主義における問題ですらあ り一 社会主
義における市民社会という発想,逆 にいえば,市民社会の発展の系列における社会
主義とい う発想を考えよ一,そ うした問題を,人 間と自然との代謝過程の分析を

























と問うてもよい。㈲ そ して現在と将来のイギリス思想史研究にとって,内 田義彦の仕
事をいかに継承すべきか,ま たできるか.大 略,こ ういつた問題に区分することができ
・.よう。 しか し,この問題設定自体は,報 告者がたまたまイギリス思想史を専攻している























いては今 口のようにふんだんに.研究文献があるわけで もなげれば,戦 中 ・戦後の情報






















内田義彦 とイギ リス思想史研 究 (509}95
そうした制約に余 り煩わされずに,(水田洋氏が指摘するように)少 数の二次文献を巧

















がこうして始まる。 ヒュ」ムとスミス。ルソーとス ミス。そしてブルジョア ・ラディカ
ルとしてのスミ.スの経済学が成立する。
『生誕』後編は同じようには言えない。ここでも独創性は語ることができるかもしれ
ないが,も はやここには ドラマはない。後編はマルクスに引照 した純然たる学史的分析
が展開されているが,し か し中断で終わっている。
(3)内田義彦のスミス研究が戦時下に結実した人:河内 ・高島の生産力論としてのス ミ
ス研究を継承するものであることは,よ く知られている。 しか し,今述べたように.内
田義彦のスミス研究はきわめて独自なものであった。スミスと.ルソーの関係についての
着眼の,独創性と先駆性.一一.二欧米では今日ようや くにして本格的な検討の論点となって




























は内田義彦の思想犯の方法なのであって,既 に 『生誕』で効能は試 し済みであり,r歩
み』以降にも駆使されるであろう。〈読む〉という言葉はアルチュセールに先立って内
田義彦のキー ・ワー ドである。
IV批 判 と 継 承
r生誕』は初版以来40年近 くの間,我 が国のス ミ.ス.研究のモノ.グラフと.して頂点に君
臨してきた。.これは稀有なことである。だとすればこの間の40年のスミス研究は何だっ















フレッテ ィアー達の経済論争を洗いだすことによ って,ス ミス経済学の学史的 ・相対的




またできるか。能力の問題は別として,テ タストをとことんまで徹底 して読み,納 得で
きるまで文章に推敲を重ねるということは,重 要な教訓である。コネ型人間を嫌悪 した













民主的な社会(高 市民社会)の 形成をうむことなく説いた内用義彦の情熱は,消 極的自
由の政治的パラダイムと重なるのではない。 もっと積極的な政治,社 会,文 化形成への
98(512) 第157巻 第5・6号
ゴミットメントを志向するものであったであろう。













田 中:秀美 「ス コ ッ トラ ン ド啓 蒙 に お け る ル ソ ー.」上,ド,r甲 南 経 済 学 論 集 』,28-2,3,
1987,9,.12。(の ち に 大 幅 加 筆 し て,田 中 『ス コ ッ トラ ン ド啓 蒙 思 想 史 研 究1,名
古 屋 大 学 出 版 会,1991に 収 録)
参考=キ ー ・ワー ド
『経済学の生誕』(1953)イギ.リス市民社会形成史 歴史の科学としての古典経済学.
「文明社会の危機」意識 旧帝国主義戦争としての英仏七年戦争 ウ.イッグ的全体
主義 時論 と理論 作用原因と目的原因 富概念のコペルニクス的転回 旧帝国主
義批判 としての 個 富謝P…Pフ ォー ミュ.ラ物質代謝過程 権威の原理と
功利の原理の両面批判
r経済学史講義』 〔1961)主体的自然法の論理 客体的自然法の論理
『『資本論」の世界』(1966)疎外 と開発 自然 と人間の物質代謝過程 ポジ ・ネガ ・
ポジの手法


















・ と筆者 とが報告をした。その企画を立案 したのは大田一廣氏であった。三人の報





なおその後,山 田鋭夫氏は当日の報告などを基にした 「内田義彦論 ノー ト」を
発表し 〔名古屋大学 『経済科学』第38巻第2号,1991年1月),安藤隆穂氏は当
日の報告とは別の 「市民社会と資本主義 内田義彦への一道標一.1(『社会思
想史研究』第15号,1991年7月〕を公にしている。
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